
第34回
日本・韓国青年親善交流事業
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令和５年度　内閣府青年国際交流事業

日本青年韓国派遣団
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日本青年韓国派遣

イン・ジョンスク青少年活動振興課長と記念品交換をする
（女性家族部）

施設の概要説明を受ける
（韓半島統一未来センター）

近代国家に向けた取組みについて説明を受ける
（大韓民国歴史博物館）

全谷里遺跡で発掘されたハンドアックスのレプリカに触れる
（全谷先史博物館）

女性家族部が実施する政策について具体的に説明を受ける
（女性家族部）

交流会で地元の青少年と一緒に記念撮影をする
（漣川郡青少年修練館）

大使館職員の仕事や日韓関係について質問をする
（在大韓民国日本国大使館）

オリジナルエコバッグのデザインに真剣に取り組む
（国立青少年未来環境センター）

　日本青年代表団30名は、10月18日～11月１日の15日間、ソウル、漣川、原州、奉化、安東、浦項、慶州、城南を
訪れ、韓国青年との交流やディスカッション、施設訪問等を行なった。
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日本青年韓国派遣

浦項の青少年とゲームを通じて交流を深める
（浦項市青少年修練館）

施設の概要について説明を受ける
（区立瑞草ユースセンター）

歴史や建造技術について説明を受ける
（石窟庵）

韓服を着て記念撮影をする
（景福宮）

浦項の青少年と協力してロボット作りに取り組む
（ロボット融合研究院）

ニュースキャスターを体験する
（KBS ON）

施設内を見学しながら説明を受ける
（韓国ジョブワールド）

国宝を含む様々な宝物について解説を受ける
（国立中央博物館）
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韓国青年と「だるまさんがころんだ」を通じて親睦を深める
（日韓青少年交流会）

キム・ドンギュ学部長より日韓の挨拶行動に関する講義を受ける
（韓国外国語大学校）

日韓青年が五つのテーマに分かれて討論する
（日韓青少年交流会）

昌徳宮で韓国青年のウクレレ演奏を楽しむ
（ソウル自由都市ツアー）

「文化交流の夕べ」で日本民謡に合わせて踊りを披露する
（日韓青少年交流会）

日本語を学ぶ学生たちとグループに分かれて交流する
（韓国外国語大学校）

テーマごとに討論内容をまとめ、全体に共有する
（日韓青少年交流会）

最後の夕食の時間を韓国青年と共に過ごす
（歓送晩餐）

日本青年韓国派遣
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開講式で挨拶する中田昌和内閣府青年国際交流担当室国際調整官
（事前研修）

由布和嘉子内閣府青年国際交流担当室長に
代表青年が決意表明をする（出発前研修）

外務省職員による韓国に関する講義を受ける
（事前研修）

成果発表にて、訪問国活動の成果を発表する
（帰国後研修）

団運営に関する講義を通じて互いを知る
（事前研修）

自主研修期間中の成果を披露する
（出発前研修）

駐日韓国文化院にて韓国文化や伝統的な建築物への理解を深める
（事前研修）

成果発表会にて、中田昌和内閣府青年国際交流担当室国際調整官に
代表青年が謝辞を述べる（帰国後研修）

日本青年韓国派遣研修

　日本青年韓国派遣団は、事前研修、出発前研修及び帰国後研修を通じ、本事業への理解を深めるとともに、団の結
束を強め、事後活動への意識を高めた。
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韓国青年日本招へい
東京プログラム

由布和嘉子内閣府青年国際交流担当室長と記念撮影をする
（内閣府表敬訪問）

スクリーンに向かって消火器を使って消火活動体験をする
（東京消防庁池袋防災館）

文化発表として韓国を代表する民謡「アリラン」を披露する
（歓迎会）

２週間のプログラムを振り返り、グループごとにディスカッションする
（評価会）

羅泰俊団長が代表して挨拶をする
（内閣府表敬訪問）

日本の地方が抱える課題や地方移住について話を聞く
（特定非営利活動法人100万人のふるさと回帰・循環運動推進・支援センター）

施設を見学しながら、職員から説明を受ける
（首都圏外郭放水路）

金魚すくいを体験する
（日本青年との都内体験プログラム）

　韓国青年代表団30名は、８月22日～９月５日の15日間、東京都、富山県、青森県を訪れ、各種代別視察での施設等
訪問をはじめ、地元青年との交流やディスカッション、ホームステイ等を行った。
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韓国青年日本招へい
日韓青年親善交流のつどい

自己紹介を目的にしたBINGOゲームをする
（アイスブレイク）

テーマ「まるっとチングハジャ」にちなんで、全員で丸くなって盆踊り
を体験する（文化交流の夕べ）

テーマごとに討論内容をまとめ、全体に共有する
（ディスカッション成果発表）

チームごとにオリジナルのうちわを作る
（文化体験企画）

日韓青年が五つのテーマに分かれて討論する
（ディスカッション）

韓国青年が浴衣棟の着付け体験をする
（文化体験企画）

チーム対抗で様々なゲームをする
（ミニオリンピック）

交流を深めた日韓青年全員で記念撮影をする

　８月25～27日、韓国青年代表団30名と日本青年30名が一堂に会し、日韓青年親善交流のつどいが行われた。アイス
ブレイクやディスカッション、日韓文化体験等を通じ、両国の青年は友情を深めた。
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韓国青年日本招へい
地方プログラム

松井邦弘富山県こども家庭支援艦を表敬訪問する

組子細工づくりを体験する
（株式会社タニハタ）

富山大学の学生とディスカッションを行う
（富山大学）

鋳物作り体験の説明を受ける
（金屋町　鋳物作り工房）

小谷知也青森県副知事を表敬訪問する

青森の伝統工芸「裂織」を体験し、コースターを作る
（青森県観光物産館アスパム）

日本の運動会の定番種目「玉入れ」を体験する
（青森市立北小学校）

ホストファミリーや地元関係者とともに記念撮影をする
（青森駅）

富山県プログラム 青森県プログラム




